
単位：億円

項　　目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に

帰属する当期純利益

当　期　①
６，５５３

４４０ ４１５ ２４５
（７，３８０）

前　期　② ６，１３９ ２５９ ２３３ ２２９

差異①－②
４１４

１８１ １８３ １６
（１，２４１）

増　減　率
－

７０．０％ ７８．４％ ６．８％
（２０．２％）

（売上高） 単位：億円

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率

化学
３，４１５

２，５９４
８２１ －

（３，５１７） （９２３） （３５．６％）

建設資材
２，２１５

２，８２９
△６１４ －

（２，９６２） （１３３） （４．７％）

機械
９７０

７８７
１８３ －

（９４８） （１６１） （２０．４％）

その他
３４

３１
３ －

（３４） （３） （９．６％）

調整額
△８１

△１０２
２１ －

（△８１） （２１） －

合計
６，５５３

６，１３９
４１４ －

（７，３８０） （１，２４１） （２０．２％）

（営業利益） 単位：億円

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率

化学 ３５５ ８２ ２７３ ３３３．４％

建設資材 ３４ １４７ △１１３ △７６．９％

機械 ５１ ２８ ２３ ８１．２％

その他 ６ ４ １ ２８．２％

調整額 △５ △３ △２ －

合計 ４４０ ２５９ １８１ ７０．０％

１．当期の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

全般的な概況

当期においては、売上高は、収益認識会計基準等を適用した影響はあるものの、化学セグメント

を中心に新型コロナウイルスによる需要減退からの回復を受けて販売数量が堅調に推移し、ナイロ

ン・ラクタム・合成ゴムなどの販売価格も上昇した影響が大きく、増収となりました。

営業利益、経常利益は、建設資材セグメントにおける石炭価格上昇の影響等はあるものの、化学

セグメントを中心とした販売数量増加およびナイロン・ラクタム・合成ゴムの販売価格上昇の影響

が大きく、増益となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、前期にあった繰延税金負債の

取崩しに伴う税金費用の減少や電解液事業分割による特別利益がなくなったこと等があるものの、

経常利益増加の効果が大きく、増益となりました。

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。

セグメント別概況

（注）括弧内の数字は「収益認識に関する会計基準」等の影響を考慮しない場合の参考値です。

調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費

等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。
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化学 … 増収増益

■ナイロン・ファイン事業

ラクタム事業は、繊維向け需要等が堅調に推移する中で、ベンゼンなど原料市況の上昇等により

販売価格が上昇し、また併産する硫安価格も上昇したことから、増収となりました。

ナイロン事業は、ラクタム市況上昇等による販売価格の上昇に加え、自動車向け需要の回復等も

あり販売数量も堅調に推移したことから、増収となりました。

工業薬品事業は、アンモニア工場で隔年の定期修理がなく、生産量・出荷量ともに増加したこと

に加え、販売価格も上昇したことから、増収となりました。

ファイン事業は、自動車関連製品を中心に販売数量が堅調に推移し、販売価格も上昇したことか

ら、増収となりました。

ナイロン・ファイン事業全体としては、需要の回復により販売数量が堅調に推移する中で原料市

況の上昇等により販売価格が上昇したことに加え、アンモニア工場で隔年の定期修理がなかった

ことから、増収増益となりました。

■合成ゴム事業は、タイヤ用途を中心に出荷が堅調に推移したことに加え、ブタジエン市況の上昇

等により製品価格が上昇したことから、増収増益となりました。

■機能品事業

電池材料事業は、自動車向けの需要回復によりセパレータの販売数量が増加したものの、電解液

事業が昨年度下期より連結対象から外れた影響が大きく、減収となりました。

ポリイミド事業は、ディスプレイ向けＣＯＦフィルムの販売数量が増加し、また有機ＥＬパネル

向けワニスの需要も堅調に推移したことから、増収となりました。

機能品事業全体としては、電解液事業が連結対象から外れた影響により売上高は前期並みとなる

ものの、ポリイミドに加えて分離膜、セラミックスなど総じて需要が堅調に推移したことから、

増益となりました。

■医薬事業は、ロイヤリティ収入が伸長し、自社医薬品および受託医薬品の出荷も堅調に推移した

ことから、増収増益となりました。

■化学セグメント全体としては、新型コロナウイルスの影響からの回復による販売数量の増加およ

び販売価格の上昇、並びにアンモニア工場の隔年の定期修理がなかったことから、増収増益とな

りました。

建設資材 … 減収減益

■セメント・生コン事業は、震災復興工事の落ち着きや新幹線延伸工事の反動減の他、大雨等の天

候の影響もあり出荷が減少したことに加え、収益認識会計基準等の適用が販売子会社を中心に大

きく影響したこともあり、減収となりました。

■カルシア・マグネシア事業は、鉄鋼向けの生石灰および鉄鋼・電力向けマグネシアなどの需要回

復により販売数量が増加したことから、増収となりました。

■エネルギー事業は、ＩＰＰ発電所の隔年の定期修理実施に伴い売電量が減少したものの、石炭市

況の高騰により石炭の販売価格が上昇したことから、増収となりました。

■建設資材セグメント全体としては、収益認識会計基準等の適用に加え、ＩＰＰ発電所の隔年の定

期修理および石炭価格上昇によるコスト増等の影響により、減収減益となりました。

機械 … 増収増益

■成形機事業は、自動車産業向けの需要回復に地域差があるものの中国・北米市場向けの販売が堅

調に推移したことから、増収となりました。

■産機事業は、電力会社向け運搬機等の販売堅調により、増収となりました。

■製鋼事業は、原材料価格上昇等により販売価格が上昇したことに加え、製品の出荷が堅調に推移

したことから、増収となりました。

■機械セグメント全体としては、成形機・産機の販売堅調および製鋼の販売価格上昇の影響が大き

く、増収増益となりました。

その他 … 増収増益
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（２）当期の財政状態の概況

資産については、商品及び製品などの棚卸資産が３６８億７千５百万円、契約資産が１５７億５

千万円増加したことなどにより、６８２億４千４百万円増加し８，３７９億５千４百万円となりま

した。

負債については、支払手形及び買掛金が１９９億３千５百万円、有利子負債が２７０億４千５百

万円増加したことなどにより、５４８億４千４百万円増加し４，４３９億１千９百万円となりまし

た。

純資産については、利益剰余金が配当により８９億４千４百万円減少し、自己株式が９８億５千

４百万円増加する一方で、親会社株主に帰属する当期純利益により２４５億円増加し、またその他

の包括利益累計額が５１億円増加したことなどにより、１３４億円増加し３，９４０億３千５百万

円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益３６７億９千４百万円、非資金項

目である減価償却費３６５億６百万円、運転資金の増減（売上債権、棚卸資産、仕入債務の増減合

計額）による支出４０５億３百万円、法人税等の支払額５４億２千６百万円などにより、３２７億

１千１百万円のキャッシュ・インとなりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出３６３億７千９百

万円などにより、４３３億７千３百万円のキャッシュ・アウトとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは有利子負債の増減による収入２５９億９千６百万円、自己

株式の取得１００億６百万円、配当金の支払額９１億６千５百万円などにより、８３億７千１百万

円のキャッシュ・インとなりました。

なお、有利子負債の当期末残高は、前期末に比べ２７０億４千５百万円増加し２，４１８億１千

２百万円となりました。

また、現金及び現金同等物の当期末残高は、前期末に比べ８億８千５百万円減少し７８７億６千

１百万円となりました。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は安定かつ業績に対応した配当と機動的な自己株式取得を行うことを基本方針としておりま

す。財務の健全性や将来の事業拡大のための内部留保の充実も重要と考えております。これらを総

合的に勘案し、株主総会に付議する株主配当案を決定しております。

２０１９年度を初年度とする中期経営計画「Ｖｉｓｉｏｎ　ＵＢＥ　２０２５　～Ｐｒｉｍｅ　

Ｐｈａｓｅ～」において、ＤＯＥ（株主資本配当率）を指標として取り入れ、ＤＯＥ２．５％以

上、配当と自己株式取得を合わせた連結総還元性向は、３か年平均で親会社株主に帰属する当期純

利益の３０％以上としております。当期は中間配当１株当たり４５円を実施し、期末配当は１株当

たり５０円を予定しております。

また、次期の配当につきましては中間配当１株当たり５０円、期末配当は１株当たり５０円、合

計年間１株当たり１００円を予定しております。
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単位：億円

項　　目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に

帰属する当期純利益

２０２３年３月期① ５，１００ ３４５ ３１０ ２１０

２０２２年３月期② ６，５５３ ４４０ ４１５ ２４５

差異①－② △１，４５３ △９５ △１０５ △３５

増 減 率 △２２．２％ △２１．７％ △２５．４％ △１４．３％

（売上高） 単位：億円

セグメント ２０２３年３月期① ２０２２年３月期② 差異①－② 増減率

機能品 ６９０ ６０８ ８２ １３．５％

樹脂・化成品 ３，０２０ ２，６００ ４２０ １６．１％

機械 １，０６０ ９７０ ９０ ９．３％

その他 ６００ ５３２ ６８ １２．９％

調整額 △２７０ １，８４３ △２，１１３ －

合計 ５，１００ ６，５５３ △１，４５３ △２２．２％

（営業利益） 単位：億円

セグメント ２０２３年３月期① ２０２２年３月期② 差異①－② 増減率

機能品 １３０ １１６ １４ １１．７％

樹脂・化成品 １８５ ２３５ △５０ △２１．３％

機械 ５０ ５１ △１ △２．５％

その他 ２５ ３７ △１２ △３１．８％

調整額 △４５ １ △４６ －

合計 ３４５ ４４０ △９５ △２１．７％

（５）今後の見通し

次期の業績見通しについては、２０２２年４月から２０２３年３月までの為替水準を１ドル＝

１２５円、国産ナフサ１ｋｌ＝６９,２００円、豪州炭価格１トン＝２８３．０ドルと想定し、次

の通り予想しています。

売上高は、２０２２年４月よりセメント関連事業を分割し持分法適用関連会社に移管した影響が

大きく、減収となる見込みです。営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は、

機能品セグメントが好調を維持するものの、セメント関連事業分割の影響に加え、樹脂・化成品セ

グメントにおける原燃料価格上昇等の影響が大きく、減益を見込んでいます。

セグメント別概況

（注）２０２３年３月期より、セメント関連事業の持分法適用関連会社化に伴い、「化学」「建設

資材」「機械」「その他」から「機能品」「樹脂・化成品」「機械」「その他」の4区分と

し、「医薬」は「その他」に含めています。

　　　２０２２年３月期実績は、新しいセグメント区分に組み替えた場合の参考値であり、「建設

資材」は「調整額」に含めています。

　　　調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費

等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。
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